
６　国語について
　(1) 　大問・小問別正答率と教科指導上の参考（国語）

学年
％

1

1 ① 漢字の書き取り（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 小４
② 漢字の読み（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 小４・小６

③ 漢字の読み（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 中
④ 漢字の書き取り（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 小６
⑤ 漢字の書き取り（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 小４・小４

⑥ 漢字の読み（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 中
2 小４

・

・

2

1 接続詞の識別（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 中１
2 品詞の識別（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 中１
3 内容の理解（読むこと）・（書くこと） 中３
4 Ⅰ 内容の理解（読むこと）・（書くこと） 中２

Ⅱ 内容の理解（読むこと）・（書くこと） 中２
5 内容の理解（読むこと） 中２

・

・

3 古典の文章

1 歴史的仮名遣い（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 中１
2 内容の理解（読むこと） 中２
3 内容の理解（読むこと） 中２
4 Ⅰ 主題の理解（読むこと）・（書くこと） 中２

Ⅱ 主題の理解（読むこと）・（書くこと） 中２
Ⅲ 主題の理解（話すこと・聞くこと）・（書くこと） 中２

4

1 内容の理解（読むこと） 中１
2 Ⅰ 心情の理解（読むこと）・（書くこと） 中２

Ⅱ 心情の理解（読むこと）・（書くこと） 中２
3 心情の理解（読むこと） 中２
4 内容の理解（読むこと） 中２
5 心情の理解（読むこと）・（書くこと） 中３

・

・

5

作文（書くこと）
小1～６

中

・

小問１は，接続詞についての理解を問う文法に関する問題であり，正答率は87.3％という結果であった。一方，小問２の品詞の
識別については，正答率9.6％と極端に低い結果となった。文法については，重要な学習事項であることから，「話す・聞く」「書
く」「読む」指導と関連付けながら，継続的に取り上げていくことが必要である。

小問３の読み取った内容を基に説明する問題は，正答率29.2％という結果であり，根拠を明確にしながら，伝えるべきことを整
理して書くことについて課題がみられた。本文中から読み取ったことを要約したり，筆者の意見に対する自分の考えをまとめたり
するなどの指導をすることが必要である。

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 82.6

74.4

問 題 内 容 県 正 答 率
60 703020 100

文学的な文章

傍線部直前のやり取りを基に，登場人物の心情を読み取り，指定された字数にまとめて表現する小問２のⅡは，正答率49.0％
という結果であった。設問文中の接続語「のに」の働きを踏まえずに，「話しかけてきた」という行動のみを書いている答案が多
かった。日常の学習において，登場人物の相互関係，心情の変化などについて，描写を基に捉えさせたい。

小問５は，文章全体を通して主人公の内面の変化を的確に読み取り，指定された字数以内で説明する問題であり，正答率は
22.9％であった。登場人物の行動や様子を基に，その心情を読み取る問題であるが，文脈においては，象徴的，抽象的表現の
意味について意識付けるためにも，日常の学習の中で，登場人物の心情についてまとめたり，意見を交流させたりする指導が必
要である。

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。

46.8

複数のテキストで構成された設問であり，正答率は46.8％という結果であった。出発点と帰着点が誘導される構造であったの
で，解答の幅が狭く，書きやすいと感じた受検生がいる一方で，会話の前後の流れを考えながら記述するという点に難しさを感じ
る受検生もいたと思われる。複数の資料から読み取ったことを関連付けて論理的に考察し，伝えたい事柄が明確に伝わるように
書くなど，表現を工夫させる指導が必要である。日常の学習の場面において，資料を適切に引用するなどして自分の考えを文
章にまとめたり，発表したりする活動を取り入れることが効果的である。

（注）　 ☆　：目安点対象の要素を含むの意。

46.8

9080

大問全体の正答率は82.6％と高い結果であり，基本的な漢字の読み・書きはよくできていた。一方，小問１④の「幕」を「膜」，
「模」と答える誤答が多く見られた。小問２では，行書体の画数である「七画」という誤答が多かった。日頃からの漢字や書写の学
習の際に，間違えやすい漢字の字形を正しく理解させることが必要である。

今回は文章中の漢字について出題し，文脈の中で適切に読み書きする力をみた。特に，字の書き取りには語彙力の定着も不
可欠であることから，指導の際には，生徒の実生活に根ざした文例を示す等，指導の工夫を行うことが必要である。

0 10 40 50

94.5

84.8

94.3

☆

☆

☆

☆

☆

☆

94.0

書写（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）

73.8

☆

68.0

☆

作文

81.6
22.9

76.3

説明的な文章

59.7

57.2

87.3

54.4

49.0

84.5
89.1

80.1
75.7

83.7

90.8

66.1

・

・

　歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して答える小問１は，正答率90.8％と高い結果であった。一方，小問２の正答率は57.2％
で，主語の省略や言い換えに惑わされ，内容を読み違えたことが誤答の要因と考えられる。場面と場面，場面と描写などを結び
付けて，内容を解釈するよう繰り返し指導する必要がある。
　小問４Ⅱの正答率22.4％という結果であり，本文の前半と後半の変化を表す「さらに」「ますます」といった要素が含まれていな
いことによる減点がみられた。小問４Ⅲの正答率も36.8％と高いとはいえないが，本文の内容を捉えているにも関わらず，先生と
生徒の会話の流れを踏まえて解答できていない者がみられた。複数のテキストを処理して答えを表現することや相手の話の内容
を踏まえながら自分の考えを伝えることを指導する必要がある。

60.1

53.5

22.4
36.8

29.2
9.6
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(2) 国語の問題（著作権法に基づき，掲載は１，３，５とします。）
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(2) 国語の問題
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(3) 国語の解答例
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７　社会について
　(1) 　大問・小問別正答率と教科指導上の参考（社会）

学年
％

1

Ⅰ 1 ヒマラヤ山脈 中１ ☆
2 本初子午線 中１
3 世界の国々 中１
4 焼畑農業 中１
5 各大陸の気候の特色 中１
6 (1) 東南アジアの工業化 中１
6 (2) 東南アジアの輸出品目と総額の変化の特徴 中１

Ⅱ 1 シラス台地 中２
2 岐阜県の位置と名称 小3～4 ☆
3 各都市の雨温図 中２
4 大都市近郊の農牧業 中２
5 メタンハイドレート 中２
6 昼夜間人口比率 中２

Ⅲ 防災地図の活用 中２

2

Ⅰ 1 万葉集 中１ ☆
2 ８世紀の中国と日本の関わり 中１
3 国風文化 中１
4 大航海時代の背景 中１
5 江戸幕府前半の政治 中1～2
6 古代から中世の出来事 中１

Ⅱ 1 ① 西南戦争 中２ ☆
1 ② 沖縄返還 中２
2 王政復古の大号令 中２
3 幕末から明治までの出来事 中２
4 条約改正 中２
5 第一次世界大戦中の人々の生活 中３
6 戦後の世界の出来事 中３

Ⅲ ニューディール政策 中３

3

Ⅰ 1 条例 中３
2 内閣の権限 中３
3 衆議院の優越 中３
4 新しい人権 中３
5 国際司法裁判所 中３
6 地球温暖化問題 中３

Ⅱ 1 ＡＰＥＣ 中３ ☆
2 社会保障制度 中３ ☆
3 経済成長率 中３
4 直接金融 中３
5 (１) 財政 中３
5 (２) 累進課税 中３

Ⅲ 消費者の保護と自立 中３

15.8

14.3
39.4

54.4

・Ⅰ１　時事的な側面もある出題であったが，正答率は65.9％であった。
・Ⅰ４　「イスラム商人から直接購入する」や「日本に香辛料を求めて」等の誤答が見られた。
・Ⅰ６　平安時代に関する２人の人物の活躍した時期の判断を迷った受検生が多く，正答率は25.3％であった。
・Ⅱ１① 歴史的分野で最も高い75.6％の正答率であった。
・Ⅱ３　歴史的事象の流れを正確に捉えていない解答が多く，正答率は35.4％であった。
・Ⅱ５　1914年の物価と賃金を100として増減を表すグラフの特徴を捉えていない解答が多かった。
・Ⅲ　　「公共事業」の意味を勘違いしていたり，資料と関連付けられなかった解答が多かった。

公民的分野を主とする問題 42.9

75.6

36.1

61.8
43.7
64.2
63.8

34.2
72.8
19.8

37.3

・Ⅰ１　基本的な山脈についての出題であったが，正答率は65.9％であった。
・Ⅰ５　略地図においてアフリカの中央部を赤道が通っていることの確認不足から，アとする誤答が多かった。
・Ⅱ１　全ての分野の中で最も高い85.1％の正答率であった。
・Ⅱ２　都道府県の位置と名称を問う基本的な出題であったが，正答率は50.3％であった。
・Ⅱ５　「エネルギー自給率が低い」という表現に留まる解答が多かった。
・Ⅱ６　資料の読み取りが不十分であったり，指定語句を適切に使用できていない解答が多かった。
・Ⅲ　　「浸水予想地域」について言及できていない解答が多かった。

歴史的分野を主とする問題 49.8
65.9
67.8
60.9

51.1

問 題 内 容 県 正 答 率
80 90 100600

47.9

67.3

50 70

62.5

20 30 4010

62.9

63.0

50.3

47.8

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。

☆

☆

地理的分野を主とする問題

50.0

65.9
79.9

80.7

54.0

85.1

59.2

54.3

52.9

（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

25.3

18.2

☆

68.6

52.4

・Ⅰ２　内閣と国会の権限の区別ができていない解答が多かった。正答率は43.7％であった。
・Ⅰ５　全ての分野の中で最も低い14.3％の正答率であった。
・Ⅰ６　資料４が累積排出量であることに気づいていない解答が多かった。
・Ⅱ２  公民的分野で最も高い72.8％の正答率であった。
・Ⅱ３　国内総生産の増加を図から読み取れない解答が多く，正答率は19.8％であった。
・Ⅱ４　直接金融と間接金融との違いを理解できていない解答が見られた。
・Ⅲ　　資料を参考にせずに，主観的な意見を述べる解答も見られた。

72.6

67.5

35.4

22.3
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(2) 社会の問題
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(2) 社会の問題
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(2) 社会の問題
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(3) 社会の解答例
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８　数学について
　(1) 　大問・小問別正答率と教科指導上の参考（数学）

学 年

％　

1

(1) 整数の四則計算 小４

(2) 分数の計算 小６

(3) 平方根の計算 中３

(4) 正の数・負の数 中１

(5) 空間図形 中１

2 比例と反比例 中１

3 平方根 中３

4 数の規則性 中１

5 割合 小５

・
・
・
・
・
・
・
・
・

2

1 平行線と角 中２

2 確率 中２

3 比例式，二次方程式 中３

4 円・角の二等分線・作図 中３

5 連立方程式 中２

・
・
・
・
・

3

1 平均値の計算 中１

(1) ヒストグラムの読み取り 中１

(2) ヒストグラムから平均値の計算 中１

3 代表値とその応用 中１

・
・
・
・

4

ア 多角形と円 小５

イ 三平方の定理 中３

２ 円周角と中心角の関係の証明 中３

(1) 円周角と中心角 中３

(2) 三平方の定理の活用 中３

・
・
・
・

5

１ 関数の値 中３

２ 線分の長さと座標 中３

（1） 二次方程式 中３

（2） 回転体の体積 中１

・
・
・
・

問 題 内 容 県 正 答 率
0 8010 20 10030 40 90706050

91.3

18.8

7.7

77.6

28.6

39.3

42.8

20.1

75.2 ☆

82.9

74.4

　小問１(1)はよくできていた。誤答としては，10などが見られた。
　小問１(2)では，4/2など約分ができていない不十分な解答があった。
　小問１(3)では，誤答として，2√3や6√3としたものが多かった。
　小問１(4)では，誤答として，イが目立った。
　小問１(5)では，立面図と平面図の用語の意味が定着していないためか誤答としてウが目立った。
　小問２では，ｙ＝-ｘ/６やｙ＝-2ｘ/3の誤答が見られた。
　小問３は，-3，-4，-5を書いてある誤答や9，16，25の誤答があった。
　小問４における誤答としては，5や6が多かった。
　小問５は，ウを含めなかったり，オを含めたりする誤答が多かった。

　小問１は，「平均」の意味を正しく理解しておらず，誤答として，59.5と解答したものがあった。
　小問２(1)は，よくできていた。グラフの読み取りが正しくできず，アとイを逆にする誤答があった。
　小問２(2)は，計算ミスと思われる誤答が多く，正答率が低かった。
　小問３では，誤答例として，47，52，55や65があった。また，無解答も多かった。

71.1

13.9

　小問１は，できていたが，21度や23度などの誤答があった。。
　小問２は，大問２の中では，正答率が低めであった。誤答は多種あったが1/3が目立った。
　小問３の誤答としては，-2±√3や2±2√3としたものが多かった。
　小問４は，作図の過程は多様な解法があった。３点A，B，Cを通る円の中心を点Dとするなどの誤答があった。
　小問５は，身近な題材を基にした問題であった。立式ができている受検者の中にも，連立方程式を解く過程で分数の処理がうまくできない解答
がみられた。

51.4

64.2

資料の活用とその応用

基本的な計算・知識

85.7

59.4 ☆

44.9

67.9

☆

☆

数学的な見方や考え方

35.6

43.8

82.0

1

３
2.1

☆

95.4

39.9

60.7

7.2

　小問１について，アはよくできていた。イは20πという誤答が目立ち，無解答も多かった。
　小問２は，円周角と中心角の関係を証明する問題であったが，示すべきことを証明の根拠としている誤答があった。
　小問３(1)は，誤答として，60度，ｔ＝2などが多かった。また，無解答も多かった。
　小問３(2)は，無解答が多かった。

平面図形とその応用

9.0

15.0

2

☆

１

1.0

関数とその応用 18.9

69.8

（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。
（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。
　

　小問１は，よくできていたが，（2，4）や（2，1）という誤答が見られた。
　小問２は，誤答3√3/4があった。二次方程式の立式が正しくできていなかったと思われる。
　小問３(1)の誤答は，（2，-4），（1，1）が目立った。また空欄も多かった。
　小問３(2)は，無解答が多かった。また，記述のある答案も完答者は少なかった。

３
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(2) 数学の問題
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(2) 数学の問題
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(2) 数学の問題
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(2) 数学の問題
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(3) 数学の解答例
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９　理科について
　(1) 　大問・小問別正答率と教科指導上の参考（理科）

学年

％

1

1 菌類 中３

2 偏西風 中２

3 変温動物 中２

4 水溶液の性質 中３

5 状態変化と温度 中１

6 (1) 交流 中２

6 (2) 並列つなぎでの電気のはたらき 小４

7 台風 中２

・
・
・

・

2

Ⅰ 1 しゅう曲 中１

2 川のはたらき 小５

3 地層のでき方 中１

Ⅱ 1 太陽の１日の動きと方位 中３

2 日周運動 中３

3 (1) 太陽の動きと南中高度 中３

3 (2) 南中高度の計算 中３

・
・

・

3

Ⅰ 1 物資が水にとけるようす 中１

2 溶解度と溶解度曲線 中１

3 硝酸カリウムの溶解度 中１

4 溶解度を用いた計算 中１

Ⅱ 1 電離のイオン式 中３

2 化学変化で発生する気体 中２

3 (1) 燃料電池 中３

3 (2) 化学変化を使った計算 中２

・
・

・

4

Ⅰ 1 染色液 中２

2 細胞分裂の過程 中３

3 植物の根の成長 中３

4 染色体の複製 中３

Ⅱ 1 対照実験 中１

2 酵素がはたらく温度 中２

3 (1) だ液のはたらき 中２

3 (2) だ液のはたらき 中２

4 酵素の性質 中２

・
・
・

5

Ⅰ 1 光の反射の法則 中１

2 鑑のうつり方 中１

3 光の道筋 中１

Ⅱ 1 仕事の計算 中３

2 力の表示 中３

3 作用・反作用の法則 中３

4 仕事と力学的エネルギーの計算 中３

5 力学的エネルギー 中３

・
・

・

23.4
　中問Ⅰ小問１は，正答率が53.5％で十分に定着しておらず，「60°」の誤答が多く見られた。
　中問Ⅰ小問３では，正答率が14.5％と低い。中問Ⅰ小問２も含めて，光の進み方に関する身近な現象と関連させながら事象を示し，原理をしっかりと
理解させられるような指導の工夫が必要と考えられる。
　中問Ⅱ小問５では，レールの傾きが大きくなる部分のみを取り上げて木片の移動距離は長くなる趣旨の誤答，レールの傾きが大きくなるために小球の
速さが速くなるといった趣旨の誤答も見られた。

　
（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。

34.1
14.5
43.9

☆

（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

44.7

39.2

24.4

34.0
56.5

56.8
　中問Ⅰ小問１，２は，正答率が70％以上と比較的高く，染色液の用語や細胞分裂の過程については，理解の定着が図られていると考えられる。
　中問Ⅰ小問４については，正答率が27.2％と低く，染色体の複製に係る内容の理解に課題が見られた。
　中問Ⅱ小問３(1)，(2)では，正答率に63.1％と39.2％と大きい差が見られた。(1)，(2)が同じ内容の解答や文章や表の結果を正しく読み取れていない
誤答も見られた。また，中問Ⅱ小問４も含めて，生徒自身が目的意識をもって実験などが行えるように工夫することは，実験などを探究的に進める上で
も大切であると考えられる。

エネルギー領域の問題 33.7
53.5 ☆

77.8

27.2
79.5
84.2
63.1

49.6
57.0

☆

25.7
　中問Ⅰ小問３は，「溶解度が温度を下まわる」など溶解度が正しく理解できていない解答が見られた。
　中問Ⅰ小問４は，正答率6.2％と低く，「10－S」やSを用いない解答及び無解答が見られた。読解力の不足が考えられる。また，探究的な活動では対話
等を通して，相手の意見を自らの考えと合わせて再整理していく活動を充実させたい。
　中問Ⅱ小問３(2)は，正答率が25.7％と低く，化学変化を分子のモデルを用いて正しく理解することができていないと思われる。また，気体の化学式に
ついては「H」，「O」とする誤答も見られた。

生命領域の問題 60.6
73.2 ☆

29.8
　中問Ⅰ小問２は，正答率が31.2％と低い。図や文章から読み取り，自分で論理的に考えた理由をしっかりと表現させる工夫も必要である。
　中問Ⅰ小問３は，正答率が28.4％と低い。地層の重なり方の学習内容の定着と読解力に課題が見られる。野外観察などを行う際は，観察記録を基に地
層の重なり方の規則性を見いださせることなどが考えられる。また，博物館などの施設を活用することも有効と考えられる。
　中問Ⅱ小問３(1)は，太陽の軌跡（点線）とアウの線がなす角の解答や南中高度を正しく理解していない解答が見られた。

粒子領域の問題 35.5
44.2

☆

40.1
34.2
6.2
46.1

31.2
28.4
59.8 ☆

79.5
23.8

　小問１は，菌類の基本的な知識を問う出題で比較的正答率も高く，学習内容の定着が図られているが，「細菌類」の誤答も見られた。
　小問３では，２つのみを選択した解答が多く見られ，アのワニを選択できていない解答が見られた。
　小問６(2)は，正答率が68.1％と比較的高かった。小学校及び中学校を通した内容の基本的概念をこれからもしっかりと定着させる必要があると考えら
れる。
　小問７は，正答率が38.3％と低かった。観測記録の風向きを低気圧のまわりの風の吹き方及び台風の進路と関係付けて思考できていないと思われる。
身近に見られる気象現象に関心をもち，学習内容の理解を深めさせていく必要があると考えられる。

地球領域の問題 42.1

☆

70.1 ☆

75.4 ☆

71.2
50.5
67.6
59.0
57.3
68.1
38.3

70 80 90 100

領域を融合させた問題 59.1

問 題 内 容 県 正 答 率

0 10 20 30 40 50 60
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(2) 理科の問題
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(2) 理科の問題
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(2) 理科の問題

31



(2) 理科の問題
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(3) 理科の解答例
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10　英語について
　大問・小問別正答率と教科指導上の参考（英語）

学年
％

1

1 対話の説明に合う絵を選択する問題 中２ ☆
2 対話がなされている場面を選択する問題 中１ ☆
3 話の展開に沿って絵を並べ替える問題 中２ ☆
4 ① 対話を聞いて適切な英語１語を補充する問題 中２

② 対話を聞いて適切な英語１語を補充する問題 中１
5 (1) 英語スピーチの内容に関して選択する問題 中１

(2) 英語スピーチの内容に関して選択する問題 中１
(3) 英語スピーチの内容を英語で書く問題 中２

6 英語の質問に対する答えを英語で書く問題 中１

・

・
・
・

・
・

2  

1 ① 対話の流れに合う口語表現を選択する問題 中２ ☆
② 対話の流れに合う口語表現を選択する問題 中２ ☆

2 ① 与えられた資料の内容に合う英語１語を補充する問題 中３
② 与えられた資料の内容に合う英語１語を補充する問題 中２
③ 与えられた資料に基づき，対話の流れに合うように英文を補充する問題 中２
④ 与えられた資料の内容に合う英語１語を補充する問題 中１

3 場面に応じた適切な表現を書く問題 中１
4 与えられたテーマについてまとまりのある英文を書く問題 中３

・

・

・

・

3

Ⅰ ① 文脈に沿った英文を選択する問題 中１ ☆
② 文脈に沿った英文を選択する問題 中１ ☆
③ 文脈に沿った英文を選択する問題 中１

Ⅱ １（１） 本文の内容に関する英語の質問に英語で答える問題 中３
１（２） 本文の内容に関する英語の質問に英語で答える問題 中３
２ 本文の流れに沿って空所を補充する問題 中３

Ⅲ 1 条件に沿った英語を選択する問題 中２
２ 条件に沿った英語を選択する問題 中２

・
・

・

4

1 本文中の話の展開に従って絵を並べ替える問題 中２
2 登場人物の心情について日本語でまとめる問題 中２
3 文脈に沿った発話を補充する問題 中３
4 文脈に沿うように英文を選択する問題 中３
5 文脈に沿うように登場人物の感情を選択する問題 中１ ☆
6 本文の内容を表している英文を選択する問題 中２
7 技能の統合的な活用力をみる問題 中３

・

・
・

・
・
・

　中問Ⅰは，正答率が高く，生徒とＡＬＴの先生との対話という身近な場面設定で，話の流れを把握しやすかったようだ。
　中問Ⅱは，英問英答や概要把握の問題で，正答率が20～40%と低かった。高校生のボランティア活動という身近な場面設定では
あったものの，英語で本文をそのまま抜き出している解答や読解の不十分な解答が多く，質問に対する適切な答え方になっていな
いものや，時制が適切でないもの，または文頭を小文字で始めている誤答などが見られた。
　中問Ⅲは，メニュー表を見ながら条件に沿った英語を選択する問題であった。新傾向の問題であったものの，買物という日常的な
言語の使用場面であり，正答率は小問１が53.1%,小問２が70.6%と高かった。

　葛藤を乗り越えスポーツを通して成長する主人公をテーマにした長文であった。長文の語数は昨年度と同程度であったが，生徒
にとって身近なテーマ設定のためか，全体の正答率は昨年と比較し3.1ポイント上昇した。
　小問１は，３つの絵を本文の話の展開に沿って並べ替える問題で，正答率は昨年度と同程度の54.6％であった。
　小問２は，主人公の心情について日本語でまとめる問題で，答えとなる根拠が直前に示されており，正答率は昨年度より11.8ポイ
ント上昇した。
　小問３は，定型の勧誘表現を用いる問題だったが，語法の誤りを含む解答や無解答が多く，正答率は35.5％であった。
　小問４，５は，主人公の心情や話の展開を的確に捉えた受検生が多く，正答率は55％前後であった。
　小問７は，「読むこと」と「書くこと」を関連させ，文脈に沿うように，主人公が父親の質問に答える内容を書く問題であったが，会話
文の流れにそぐわない解答や本文の英文をそのまま抜き出している解答も見られ，正答率は11.2%にとどまった。

44.3

英文の概要を把握する問題

放送による聞き取りテスト

38.4

82.9

64.7

   全体の正答率は62.5％と昨年度より3.2ポイント上昇した。聞き取った内容に対する理解は概ね良好であったが，聞き取った内容
を別の単語を用いてまとめたり，対話の流れに沿って自分の考えを英語で伝えたりする問題では正答率が低かった。
　小問１，２の対話文は１回のみの放送であったが，正答率は約８～９割と昨年度とほぼ同程度であった。
  小問３は，授業での発表を聞いて絵を並べ替える新傾向の問題であったが，正答率は91.1%と高かった。
　小問４①は，放送された英文から"teach"と書く誤答が散見され，②はつづりの間違いが多かった。①は内容の概要把握が不十分
な受検生が多く，正答率が13.9%と低かったものと思われる。
　小問５は，正答率が高かった。聞き取った内容を正確に表現する問題では，単語の欠落やスペルミスなども見られた。
　小問６の正答率は昨年度より14.6ポイント下降した。質問に対し主語が"We"ではなく"I"となっているものや，転校するクラスメート
のために行うこととしてはふさわしくないものなど，対話の状況や場面が的確に捉えられていない解答が多く見られた。

　小問１では，対話の流れをよく理解し適切な口語表現を選択することができ，正答率も約85%と高かった。電話での応答場面をよく
理解し，中学生にとってなじみのある会話表現を正しく使用できることがうかがえた。
　小問２は対話の流れに合うよう単語や口語表現を補充する問題で，昨年度より全体的に正答率が下降し，駅での列車運行見合わ
せの掲示内容を，英語で言い換えて表現することに難しさを感じた受検生が多かったようだ。誤答としては，スペルミスや語法の間
違いが目立った。
　小問３は，示された場面に応じた適切な発言を問う問題で，正答率は昨年度より16.3ポイント上昇した。学校での教室の発言につ
いて表現するという，受検生にとって身近な場面設定であり，状況の把握はしやすかったと思われる。
　小問４は，自分の住みたい場所について20語以上のまとまりのある英文を書く問題であり，正答率は昨年度より9ポイント上昇し
48.1％であった。３つの選択肢の中から場所を選ばずに解答したり，住みたい理由が明確でなかったりと出題の趣旨に沿わない誤
答例が目立った。また，まとまりのある英文を書くことに慣れていない解答も多く見られた。

13.9

87.2

理解力や適切な表現力をみる問題

31.8

93.8

74.0

48.1

52.0

78.0

27.0

48.6

90 10080

21.5

79.0

55.6
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（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

長文総合問題
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56.6
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県 正 答 率
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問 題 内 容

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。
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(2) 英語の問題
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(2) 英語の問題

36



(2) 英語の問題
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(3) 英語の解答例
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